「かんなべ湯の森ゆとろぎ」利活用
事業者募集要項

平成25年２月

豊岡市
１ 目的

豊岡市では、平成26年春のオープンに向けて、道の駅「神鍋高原」の東側に新たな温泉施設建設計画を進めています。この新温泉施設整備に伴い、現在の温泉施設  「かんなべ湯の森ゆとろぎ」は、閉館します。
つきましては、「かんなべ湯の森ゆとろぎ」施設を有効に活用し、神鍋の魅力が発揮できる事業者を募集します。
　

２ 利活用の名称

名称：「かんなべ湯の森ゆとろぎ」利活用事業
３ 対象となる施設の概要

⑴ 名称　　　 　 豊岡市立かんなべ湯の森ゆとろぎ
⑵ 所在地        豊岡市日高町栗栖野60番地の1
⑶ 敷地面積　　  11,285.63㎡(借地)

⑷ 建物面積　　  1,861㎡
⑸ 開設日　　　　平成６年７月23日

⑹ 閉館予定日　　平成25年8月末
４ 発注者及び担当部局

⑴ 発注者　　　豊岡市

⑵ 担当部局　　豊岡市日高総合支所地域振興課

　 　　　　　　〒669-5391

　 　　　　　　兵庫県豊岡市日高町祢布920番地

　 　　　　　　TEL：(0796)42-1111
　 　　　　　　FAX：(0796)42-1120

　 　　　　　　E-mail：hidaka-chiiki@city.toyooka.lg.jp
５ 利活用の条件
　 本利活用事業にかかる条件は、次のとおりです。

⑴ 利活用事業は、地域活力又は集客を生み出すための事業です。
⑵ 別添「かんなべ湯の森ゆとろぎ施設概要図」に基づき利活用する施設の範囲を選定し、利活用の内容を提案してください。

⑶ 現施設を温泉事業として利用することは出来ません。ただし、温泉水を事業用、又は私的に有償利用することは可能です。　

⑷ 利活用されない施設は、市がその費用を負担して撤去し、山林等に整備します。
⑸ 市が撤去する施設は、利活用者と協議し決定します。

⑹ 利活用される施設は、利活用者に無償譲渡します。ただし、所有権移転登記にかかる諸費用は、利活用者の負担です。
⑺ 無償譲渡する施設にかかる不動産取得税、固定資産税(建物)などの租税は、利活用者の負担です。
※別紙『かんなべ湯の森ゆとろぎ　各施設の目安費用』を参照のこと。
⑻ 施設の利活用に伴う改修等全ての費用は、利活用者の負担です。
⑼ 土地の賃貸借契約は、土地所有者である地元区(栗栖野区)との契約になります。

　 なお、条件は次のとおりです。

　 　ア 撤退するときは、利活用者の責任において利活用した施設を撤去し、山林等に整備すること。

　 　イ 利活用される施設撤去費用の８割相当額を保証金として預かる。(毎年分割で積立可)

　　　　※別紙『かんなべ湯の森ゆとろぎ　各施設の目安費用』を参照のこと。

ウ 借地料（年額）は、別紙『かんなべ湯の森ゆとろぎ　各施設の目安費用』を参照のこと。
エ 土地賃貸借契約期間は、１０年間とし、更新することが出来る。
オ 土地賃貸借契約に連帯保証人を付すこと。

カ 利活用される施設は、担保物件にしないこと。

キ 利活用される施設は、他に譲渡しないこと。　　

　　
６ 応募資格
　 個人、民間企業又はＮＰＯ法人等の法人（以下「法人等」という。）、複数の法人等で共同する事業者（以下「共同事業者」という。）で応募時現在において、次に掲げる要件をすべて備えていること。
⑴ 事業を円滑に遂行し、安定的かつ健全な経営能力を有すること。
⑵ 会社更生法、民事再生法等の規定に基づく更正又は再生手続きをしていない法人等、または共同事業者であること。
⑶ 市町村民税、法人税等の各種租税の滞納がないこと。
⑷ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう。）又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。）でないこと。
· 共同事業者は、代表事業者を定めることとし、代表事業者は一切の責任を負うものとする。

７ 審査委員会

利活用事業の審査は、「かんなべ湯の森ゆとろぎ」利活用事業審査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置し、利活用者を選定します。
⑴ 審査

審査委員会において、書類審査及び面接審査を実施し、利活用者を選定する。
なお、書類審査及び面接審査の開催期日は、後日応募者に連絡します。
　⑵ 審査基準
審査に当たっての評価の視点は概ね次のとおりとする。
●提案書の内容

●運営事業実施に係る妥当性、実現性、独創性

●運営事業実施体制

●財務計画
８ 実施スケジュール

	項　目
	内　容
	日　程

	公　　募
	募集要項等の発表
	平成２５年２月１５日(金)

	
	提案書の交付
	平成２５年２月１８日(月)

	
	質疑受付期限
	平成２５年３月１５日(金)

	
	質疑回答
	平成２５年３月２９日(金)

	
	提案書の提出期限
	平成２５年５月３１日(金)

	審　　査
	書類審査及び面接審査
	平成２５年６月中旬

	
	最終審査結果発表（公表・通知）
	平成２５年６月下旬


　
９ 現施設見学日
　 見学日：平成２５年２月２７日（水）、３月６日（水）、１３日（水）の３回です。
　 時　間：午後１時から午後５時まで
　 申込み：見学を希望される場合は、担当部局へ申込み下さい。
10 提案書等の配布・提出方法
提案書の様式は、担当部局(豊岡市日高総合支所地域振興課)で配布するほか、豊岡市ホームページからも入手できます。

⑴ 提出書類
　ア 利活用事業提案書（様式第１号）
　イ 事業計画書（様式第２号）
　ウ 応募者概要書（様式第３号）
　エ 誓約書（様式第４号）
　オ 定款、規約、その他これらに類する書類

　カ 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書、役員名簿

　キ 直近３年分の財務関係書類

　ク 税の滞納がないことを証明するもの

　ケ 申立書（様式第５号）（提出書類のうち該当がないものがある場合のみ）
⑵ 提供部数
　　各７部（正本１部、副本(写し)６部）
⑶ 提出期限
　　平成２５年５月３１日（金）午後３時まで（必着）
ただし、受付時間は平日の９時から17時までとする。
⑷ 提出方法
① 担当部局へ持参するか、または郵送(簡易書留、または配達記録が確認できる方法に限る)することとし、提出期限までに必着のこと。
② 提出書類の受領確認のため、受付番号を付した提出書類受領書を交付します。

　

11 質疑・応答

⑴ 質疑の方法

電子メール（担当部署専用アドレス）又はFaxでのみ受付する。質問書の様式は任意（参考様式有り）。
質疑者には、受診確認のメール又はFax返信をもって受付したものとみなします。
⑵ 質疑回答内容の公表
　 質疑への回答は、質疑者の名称等を伏せたうえ、一括して質疑回答書としてまとめ、提案者全てにメール又はFax返信します。

⑶ 質疑に対する回答内容は、本実施要項の追加又は修正として、実施要項の一部と同様に扱います。
12 契約の締結等
⑴ 審査委員会の結果を受けて、市長が決定した利活用者を、該当施設の無償譲渡の相手方とする。

　⑵ 該当施設の無償譲渡については、議会の議決を要するため仮契約を締結し、議会の議決を経た後（平成25年10月頃の予定）本契約を締結するものとする。
　　　

13 その他の事項

⑴ 提出書類に不備のあった者、または提出期限に遅れた者は失格とする。

⑵ 本利活用事業の応募に要するすべての費用は、応募者の負担とする。

⑶ 提出された書類は返却しない。

⑷ 業務上知り得た情報を他に漏らすことはできない。
⑸ 豊岡市が提供した資料は、本業務以外に使用できないものとする。
⑹ 提案書の提出は、１者につき１案とする。
⑺ 応募者に関することは、公表しない。
⑻ 審査内容にかかる問合せには応じない。
⑼ 審査に対する異議を申し立てることはできない。　
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